
古
城
芸

ぐ
り

㊥

｢
越
接

尾

城
｣

越
接

尾

城

は
山

陽

茶
梓

寵

看
陸

橋

東
南

の
尾
根

上

に

あ

り

ま

し

た
が

､
都

市

計

画

道

路

と
藤

折

ハ
イ

ツ
造
成

の

た
め
据

削

さ

れ

'
全

く

旧
署

を

と

ど
め

て

い
ま
せ

ん
.

昭
和

五

七
年

三
月

頃

迄

は

､
標
高

匹

七

光

の
最
高

所

の

蔓

1
㌢

と

蕎

二
部

の

1
部

雀

結

尾

ヂ

吐

(
臣

紅

五

七

年

玩
)

､
及

び
後

世

に
削

平

さ
れ

た
と
思

わ

れ

る

段

状

の
畑

地

が
残

さ

れ

て

い
ま

し

た
｡

越

峠
尾

城

は
中

世

の

文
書

に
は
見

当

ら

ず

､
国

翫

志

御

用

に
何
部
辻

書

出

帳

に
七

尾

城

の

一
つ
と

し
て
出

て

く

る

が

､
誰

が

居

城

し
て

い

た

の
か
不

明

で
す
｡

長
尾

の
峯

を
横

き

る
主

要

な
場
所

で
あ

り

､
交
通

の
要

地

を
管

め

る

た
め

に
築

城

さ

れ

た
も

の
か

､
又

は
藤

掛

尾
域

と

関
連

の
あ
る
中

世

の

｢
七

尾
｣

と

鰐
係

が

あ
る

の

か
む

し
れ

ま

せ
ん
o
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o
o

o

o

o
o
0

O

L..

O

O
0
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【
芸

備

日
報

】
記

事

よ

り

明
治

一
九

年

一

一
月

三

日

付

(O)
野
道
式

佐

伯

郡

上

平

良

村
里

道

1
等

道

路

は

今
度

歌
集

そ

の
功

を

竣

り

た
る

と
以

て

本

日

開
運
式

を
執
行

さ

る

石
に

付

本
社

々
鼻

一
名
招

き

に
よ

り

同
式

へ

参
会

す

る

害

な

り
｡

(町

史
資

料

蕪

に

関
連

記
事

あ

り
)

(Ci)西
洋
構

造

大

手

町

二
丁

巨

へ
或

る
金

穴

(


